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け
、
地
域
の
人
材
確
保
、
就
労
継
続
（
定

着
）、
障
が
い
者
の
雇
用
を
３
本
柱
と
し

ま
し
た
。
東
近
江
市
の
特
性
を
活
か
し
た

就
労
支
援
の
例
と
し
て
は
、
森
林
・
里
山

整
備
等
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

｢

薪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
林
業
と
障
が
い
者

雇
用
の
連
携
）｣

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

滋
賀
の
経
験
を
岩
手
と
結
び
つ
け
る

　

モ
デ
ル
事
業
に
参
加
し
た
経
験
か
ら
皆

さ
ん
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

は
、
東
近
江
市
の
地
域
生
活
支
援
計
画
の

方
向
性
、
す
な
わ
ち
、

① 

制
度
の
意
図
に
反
し
な
い
範
囲
で｢

地

域
福
祉｣

と
し
て
運
用
す
る
こ
と
。

② 

自
立
相
談
支
援
は
既
存
の
相
談
機
関
を

活
用
し
て
後
方
相
談
支
援
体
制
（
※
相

談
支
援
の
支
援
）
を
構
築
す
る
こ
と
。

③
予
防
的
支
援
を
促
進
す
る
こ
と
。

④ 

公
・
民
の
担
い
手
を
育
成
し
、
事
業
の

継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に｢

人
材
と

事
業｣

を
育
成
す
る
こ
と
。

⑤ 

狭
義
の
福
祉
を
超
え
て
、
中
間
的
就
労

等
の
場
を
開
拓
す
る｢

地
域
づ
く
り｣

を
進
め
る
こ
と
。

⑥ 

自
立
支
援
は
自
己
実
現
へ
の
支
援
で
、

そ
の
過
程
は
協
働
作
業
で
あ
り
、
相
互

に
自
己
実
現
を
進
め
る
こ
と
。

な
ど
で
す
。

　

活
保
護
部
門
が
協
力
し
て
、
相
談
に
来
ら

れ
た
方
々
の
実
態
を
分
析
し
た
結
果
、
自

立
相
談
支
援
の
モ
デ
ル
事
業
の
対
象
と
な

る
生
活
困
窮
者
は
約
３
０
０
名
に
上
る
と

推
計
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ

て
行
政
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
作
業
を
経
て
、
生
活
保
護
の
相

談
の
初
回
の
面
接
時
に
自
立
相
談
支
援
員

が
同
席
す
る
形
で
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

大
切
な
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

　

困
窮
を
脱
す
る
に
は
、
そ
の
人
の
持
つ

力
を
引
き
上
げ
る
相
談
機
能
（
入
口
）
ば

か
り
で
な
く
、
そ
の
人
の
働
く
場
を
発
見

し
、
開
発
し
、
確
保
す
る｢

出
口｣

が
あ

る
か
ど
う
か
が
最
も
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
先
行
し
て
い
る
就
労
の
場
づ
く
り
の

事
業
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
福
祉
だ
け
で
取
組
ん
で

は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。社
協
は
こ
れ
ま
で
、

こ
う
し
た｢

出
口｣

の
発
見
や
創
出
に
関

し
て
は
不
慣
れ
で
し
た
が
、
狭
義
の
福
祉

を
超
え
た
中
間
的
就
労
支
援
の
場
づ
く
り

は
、
仕
事
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
・
人
材

育
成
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

東
近
江
市
で
は
、
モ
デ
ル
事
業
を
進
め

る
中
で
商
工
労
政
部
門
を
巻
き
込
ん
で

｢

就
労
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議｣

を
設

　

ス
テ
ッ
プ
①
の
制
度
の
共
通
理
解
で
す

が
、
国
で
は
〈｢

生
活
困
窮
者｣

と
は｢

現

に
経
済
的
に
困
窮
し
、
最
低
限
度
の
生
活

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
者｣
〉
と
定
義
し
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
は
地
域
福
祉
の
視
点
か
ら
、
経
済

的
困
窮
だ
け
で
な
く
、
複
合
的
な
問
題
を

抱
え
た
り
、
孤
立
し
て
い
る
人
々
が
生
活

困
窮
に
陥
る
こ
と
を
予
防
し
、
困
窮
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
取
組
み
を
目
指
す
こ
と
で

意
思
統
一
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ッ
プ
②
の
自
立
相
談
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
既
存
の

様
々
な
相
談
機
関
や
窓
口
が
対
応
し
、
そ

こ
で
支
援
し
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
、
相
談
機

関
が
困
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
を
最
後
に
後
方

で
受
け
止
め
て
、
支
援
す
る
形
が
一
番
良

い
と
考
え
、
東
近
江
市
で
は
そ
の
よ
う
に

モ
デ
ル
事
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
③
の
生
活
保
護
担
当
と
の
連

携
と
し
て
は
、
24
年
度
に
福
祉
部
門
と
生

検
討
す
べ
き
課
題
と
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ

　

新
た
な
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が

構
想
さ
れ
た
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま

で
の
３
年
間
、
滋
賀
県
東
近
江
市
（
※
人

口
は
約
11
万
人
）
の
地
域
生
活
支
援
計
画

策
定
を
重
視
し
た
モ
デ
ル
事
業
に
携
わ
り

ま
し
た
（
※
事
業
は
大
学
が
受
託
）。

　

国
は
制
度
の
施
行
に
向
け
て
検
討
す
べ

き
課
題
と
し
て
①
法
の
趣
旨
の
理
解
②
庁

内
体
制
の
構
築
③
実
施
方
法
の
検
討
（
※

直
営
で
行
う
の
か
、
外
部
委
託
で
行
う
の

か
）
④
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
確
保

⑤
協
議
の
場
の
設
定
、
の
５
つ
を
示
し
て

い
ま
す
。
東
近
江
市
の
モ
デ
ル
事
業
を
進

め
る
に
当
た
っ
て
は
、
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ

（
※
①
制
度
の
共
通
理
解
を
図
る
作
業
②

自
立
相
談
支
援
の
あ
り
方
の
判
断
③
生
活

保
護
担
当
と
の
連
携
の
模
索
④
先
行
す
る

任
意
事
業
の
発
見
・
評
価
⑤
計
画
策
定
で

の
方
向
の
共
有
と
新
た
な
巻
き
込
み
）
で

取
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
４
月
の｢

新
た
な
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度｣

の
施
行
を
前
に
開
催
し
た
本

セ
ミ
ナ
ー
（
平
成
26
年
12
月
12
日
、
会
場:

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
カ
リ
ー
ナ
。
主
催
は
岩
手
県
・
岩

手
県
社
協
）
に
は
、
自
治
体
職
員
、
市
町
村
社
協
職
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
ら
福
祉
関
係

者
約
１
６
０
人
が
参
加
。
日
本
福
祉
大
学
副
学
長
・
社
会
福
祉
学
部
教
授
の
平
野
隆
之
氏
の

基
調
講
演
と
、
モ
デ
ル
事
業
に
取
組
む
花
巻
市
社
協
職
員
ら
３
氏
の
実
践
発
表
を
通
し
て
、

制
度
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

[ 基調講演 ] の概要　モデル事業に参加した経験をもとに

　地域福祉を専門とし
厚生労働省、全国社
会福祉協議会や国土
交通省などの各種委員
会の委員を務めるなか
で、地域福祉の役割の
広がりを考えてきまし
た。また東日本大震災
に関連して、『震災被
災地における要援護者
への個別・地域支援の
実践的研究』をまとめ、
地域福祉コーディネー
ターやマネジャーの役
割を提起しています。

講  師
日本福祉大学副学長・社会
福祉学部教授
ＮＰＯ法人コミュニティライ
フサポートセンター (ＣＬＣ)

理事

（ひらの　たかゆき）
平野  隆之 氏

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に

地
域
は
ど
う
取
組
む
の
か

特
集
①　
平
成
26
年
度
岩
手
県
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
推
進
セ
ミ
ナ
ー
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チ
に
よ
る
包
括
的
な
支
援
、
社
会
資
源
の

開
拓
と
創
出
、
支
え
支
え
ら
れ
な
が
ら
生

活
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
）

ま
で
、
進
め
た
い
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
し
て
設
立
し
、
２
０
０
７
年
に
法
人
認

証
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。
障
が
い
を

り
、
制
度
的
サ
ー
ビ
ス
の
狭
間
に
あ
る
課
題
は

沢
山
あ
り
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
で
地
域
福
祉
を
進
め

る
た
め
に
は
①
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
連

携
し
た
ニ
ー
ズ
キ
ャ
ッ
チ
の
視
点
②
ニ
ー
ズ
に

向
き
あ
い
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
て
対
応

す
る
課
題
解
決
力
の
視
点
③
実
際
の
ニ
ー
ズ
と

地
域
の
資
源
を
し
っ
か
り
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
の
視
点
④
時
間
を
か
け
て
体
制
づ

く
り
や
支
援
者
の
組
織
化
を
行
う
継
続
性
・
将

来
性
の
視
点
、
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
開
会
の
挨
拶
か
ら
）

　

就
労
支
援
で
は
障
が
い
の
疑
い
の
あ
る

方
を
行
政
や
医
療
に
つ
な
い
だ
り
、
ま
た

バ
ス
の
乗
り
降
り
が
分
か
ら
な
い
方
に
乗

り
方
を
教
え
た
り
、
引
き
こ
も
り
で
昼
夜

逆
転
し
て
い
る
方
に
は
夜
勤
の
仕
事
を
勧

め
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
苦
手
な

方
に
は
農
業
を
勧
め
た
り
し
ま
し
た
。
経

済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
に
は
賃
金
の
日

払
い
、週
払
い
も
考
慮
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

就
労
支
援
を
進
め
る
上
で
は
▽
短
時
間

就
労
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
事
業
所
の
開

拓
▽
経
営
者
の
み
な
ら
ず
一
緒
に
働
く
従
業

員
の
理
解
▽
就
労
継
続
の
た
め
の
就
職
後

の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
と
感
じ
て
い

ま
す
。
目
標
と
し
て
は
①
生
活
困
窮
者
の

自
立
と
尊
厳
の
確
保
②
生
活
困
窮
者
支
援

を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
（
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー

私
た
ち
の
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
方

　

当
福
祉
館
は
２
０
０
４
年
に
任
意
団
体

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
実
施
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
制
度
は
単
な
る
貧

困
対
策
で
は
な
く
、｢

地
域
づ
く
り｣

の
視
点

で
取
組
む
こ
と
で

効
果
が
上
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
福
祉
課
題

（
困
り
ご
と
）
は

多
様
化
し
て
お

終
結
し
た
り
、
他
機
関
へ
の
紹
介
で
終
結

す
る
方
も
お
り
、
数
字
に
表
れ
な
い
相
談

支
援
も
あ
り
ま
す
。
本
人
の
主
体
性
を
重

視
す
る
た
め
、
同
意
が
な
け
れ
ば
支
援
が

届
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
対
象
者
や
生
活

保
護
廃
止
世
帯
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て

見
守
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
と
連
携
し
て
ワ
ン
フ
ロ
ア
化
を
実
現

　

花
巻
市
役
所
新
館
１
階
に｢

社
協
分

室｣

（
※
中
央
地
区
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ふ
れ
あ
い
相
談
室
・
生
活
福
祉
資
金
等
貸

付
事
業
、
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
）
が
新
設

さ
れ
、
合
わ
せ
て
16
人
の
職
員
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
相
談
に
応
じ
る
態
勢
が
整
い
ま
し

た
。
相
談
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
ア
セ
ス
メ

ン
ト
が
十
分
で
あ
れ
ば
、
場
所
は
重
要
で
は

な
い
と
は
い
う
も
の
の
、
車
を
利
用
で
き
な

い
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
も
多
く
い
ま

す
。
ま
た
、
相
談
者
の
抱
え
る
問
題
は
複

雑
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
各
課
の

担
当
者
同
席
で
相
談
に
対
応
す
る
こ
と
で
、

ワ
ン
フ
ロ
ア
で
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
や
担
当
職

員
の
意
見
等
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
の
展
開
が
早
ま
り
ま
し
た
。

相
談
者
の
就
労
決
定
は
11
件

　

社
協
だ
か
ら
こ
そ
取
組
む
べ
き
事
業
と

考
え
、｢
花
巻
市
生
活
困
窮
者
自
立
促
進

支
援
モ
デ
ル
事
業｣

（
以
下
、
モ
デ
ル
事

業
と
表
記
）
を
受
託
し
、
オ
ー
ル
社
協
で

生
活
困
窮
者
の
早
期
発
見
・
支
援
、
家
計

の
見
直
し
、
債
務
・
滞
納
解
消
計
画
、
稼

働
年
齢
層
の
就
労
支
援
な
ど
に
取
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
相
談
は
、
相
談

者
76
人
、
述
べ
相
談
件
数
は
１
，
０
７
５

件
、
支
援
決
定
者
は
９
人
で
す
。

　

生
活
困
窮
者
の
相
談
経
路
は
市
役
所
、

民
生
委
員
児
童
委
員
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
順
で
す
が
、
本
会
の
場
合
は

民
生
委
員
児
童
委
員
か
ら
の
情
報
提
供
が

他
と
比
べ
て
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
情
報
共

有
に
つ
い
て
は
月
１
回
の
民
生
委
員
定
例
会

議
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
職
員
と
は
週

１
回
ケ
ー
ス
検
討
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
の
就
労
決
定
は
11
件
で
す
が
、

こ
の
数
が
多
い
か
少
な
い
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
就
労
先
は
障
が
い
者
福
祉
関
係
の

事
業
所
、
清
掃
、
コ
ン
ビ
ニ
、
製
造
業
な

ど
で
、相
談
者
の
多
く
が
50
代
男
性
で
す
。

支
援
調
整
会
議
の
開
催
前
に
就
労
に
よ
り

花巻市社協の今後の動き
【地域づくり】
① 地域福祉コーディネーターを10地区に配置
（地域の課題の発見、個別相談支援、社会資源
のネットワーク化、新たな仕組みづくり等の活
動を行う）
② ボランティアセンター（市民の持てる力を把握・
強化し、必要としている人及び地域に活かす）
③ 地域づくり事業「地域協働セーフティネット
事業」（介護保険事業所等の地域還元として、地
域課題に目を向け地域コミュニティセンターと協
力して解決しようとする事業に対し助成を行う）
④ 地域福祉推進創造計画〈平成26年度から35
年度〉（分室に日常生活自立支援事業と法人後
見をプラスし、支援を強化する）

[ 実践発表 ]　岩手県内の生活困窮者自立支援の実践を知る

花
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課　

晴
山  

順
子 

氏　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
て
パ
ノ
ラ
マ
福
祉
館
理
事
長　

高
舘  

美
保
子 

氏　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に
向
け
て

　
　

〜
花
巻
市
社
協
の
取
組
み
〜

就
労
準
備
と

就
労
訓
練
事
業
の
取
組
み

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
で

地
域
福
祉
を
進
め
る

岩手県保健福祉部地域福
祉課　統括課長
千田　充

花巻市社会福祉協議会
事務局次長
晴山 順子 氏

ＮＰＯ法人いわてパノラマ
福祉館  理事長
高舘 美保子 氏

岩手県立大学社会福祉学部
福祉経営学科福祉教育シス

テム群 講師
宮寺 良光 氏
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（
※
地
域
別
内
訳
は
、
盛
岡
地
域
が
１
８
９

社
、
花
巻
地
域
が
21
社
、
北
上
地
域
が
16

社
、久
慈
地
域
が
11
社
、二
戸
地
域
が
10
社
）

を
開
拓
し
て
い
ま
す
。
企
業
訪
問
で
は

｢

私
た
ち
企
業
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
で
す

か｣

と
の
声
が
必
ず
返
っ
て
き
ま
す
。
企

業
と
の
連
携
は
そ
の
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

就
労
準
備
支
援
事
業
の
常
設
型
訓
練

は
、「
盛
岡
型
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」
と

名
づ
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。
同
シ
ス
テ
ム

は
地
域
の
人
材
を
訓
練
施
設
と
企
業
が
共

に
育
て
て
い
く
独
自
の
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
す
。

　

職
場
定
着
支
援
に
つ
い
て
は
、
就
職
が

決
ま
り
、
本
人
と
企
業
の
希
望
が
あ
れ
ば

最
長
６
か
月
の
定
着
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
訓
練
生
が
中
心
と
な
っ
て
運

営
す
る｢

仮
想
企
業
内
起
業｣

も
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
で
訓
練
生
は
、
仕
事
の

流
れ
、
仕
組
み
、
同
僚
と
の
関
わ
り
を
知

り
、自
主
性
や
責
任
感
を
育
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
作
業
内
容
は
外
注
製
品
や
企
画
製
品

の
製
造
、
農
作
業
や
販
売
で
す
。

持
つ
方
々
に
対
す
る
就
労
支
援
を
中
心
に

「
就
労
移
行
支
援
事
業
」「
就
労
継
続
支
援

事
業
」「
社
会
参
加
推
進
事
業
」
の
３
つ

の
事
業
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

職
業
能
力
を
高
め
る
た
め
に
▽
体
力
健

康
管
理
・
日
常
生
活
管
理（
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
）

▽
対
人
技
能
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
）
▽

基
本
的
労
働
習
慣
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
１
）

▽
職
業
適
性
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
２
）
の

順
で
、
各
ス
キ
ル
を
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。

　

就
労
準
備
支
援
の
サ
イ
ク
ル
と
し
て
は

①
相
談
（
面
談
）
②
見
立
て
（
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）③
計
画（
支
援
計
画
）④
実
施（
訓
練
・

職
場
実
習
）
⑤
評
価
・
検
証
（
ケ
ー
ス
会
議
）

の
５
つ
の
サ
イ
ク
ル
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

指
導
上
の
留
意
点
と
し
て
は
▽
目
標
の
ス

モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
化
▽
教
材
の
具
体
化
▽
訓

練
速
度
の
配
慮
▽
訓
練
内
容
の
可
視
化
▽

繰
り
返
し
▽
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
で
す
。

　

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
▽
情
緒
的
な
優
し

さ
よ
り
ク
ー
ル
な
明
瞭
さ
▽
適
度
な
言
葉

か
け
▽
注
意
よ
り
指
示
▽
訴
え
は
ひ
と
つ

ひ
と
つ
ま
じ
め
に
受
け
取
る
こ
と
で
す
。

　

安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
▽
日
々
の
変

化
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
気
を
配
る
こ
と

▽
人
目
に
付
か
な
い
場
所
の
危
険
性
に
配

慮
す
る
こ
と
、
な
ど
に
留
意
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
企
業
と
の
連
携

　

企
業
開
拓
は
、｢

障
害
者
雇
用
の
意
識

調
査
回
答
企
業
（
１
２
１
社
）｣

と｢

ニ
ー

ト
雇
用
の
意
識
調
査
回
答
企
業
（
１
０
２

社
）｣

の
中
か
ら
、
課
題
に
対
し
て
意
識

の
高
い
企
業
を
５
段
階
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
て
訪
問
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
（
10
月

31
日
時
点
）
ま
で
の
５
年
間
で
、
２
４
７
社

[ 基調講演 ] の概要　モデル事業に参加した経験をもとに

ち
は
、
学
習
支
援
事
業
に
な
か
な
か
参
加

で
き
な
か
っ
た
り
、
参
加
し
て
も
中
途
で

止
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
就
学
支
援
相
談
員
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
心
身
疾
患
の
発
見
な
ど
も
視
野

に
入
れ
、
適
切
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
児
童
・
生
徒

と
接
す
る
だ
け
で
は
家
庭
内
や
学
校
で
の

問
題
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
な
だ
け

に
、
就
学
支
援
相
談
員
や
家
庭
・
学
校
と

の
連
携
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

支
援
者
側
の
大
学
生
も
含
め
て
、
学
習

支
援
会
場
へ
の
交
通
手
段
の
確
保
や
児

童
・
生
徒
本
人
が
近
隣
で
の
開
催
を
好
ま

し
く
思
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
も
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

親
世
代
の
生
活
困
窮
が
子
ど
も
へ
及
ば

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
子
ど
も
は
社
会

が
育
て
る
と
い
う
意
識
を
共
有
し
、
教
育

と
福
祉
を
地
域
と
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

貧
困
の
連
鎖
を
防
止
す
る
た
め
に

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
は
、
子

ど
も
た
ち
へ
学
習
援
助
を
行
う｢

学
習
支

援
事
業｣

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
平
成
25
年
度
に
岩
手
県
立
大

学
が
盛
岡
広
域
振
興
局
に
よ
る
学
習
支
援

モ
デ
ル
事
業
を
受
託
し
、
滝
沢
市
の
生
活

保
護
受
給
世
帯
の
中
学
生
と
矢
巾
町
の
準

要
保
護
世
帯
の
中
学
生
を
対
象
に
学
習
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　

26
年
度
は
子
ど
も
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

い
わ
て
が
同
事
業
を
受
託
し
、
岩
手
町
な

ど
５
町
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
県
立
大
学
は
滝
沢
市
か
ら
学
習
支
援

モ
デ
ル
事
業
を
受
託
し
、
生
活
困
窮
に
陥

る
可
能
性
の
あ
る
世
帯
に
も
対
象
を
広
げ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
は
、
自

尊
感
情
の
低
さ
、
他
者
と
の
関
係
を
形
成
す

る
こ
と
が
困
難
、
同
居
す
る
親
な
ど
親
族
に

よ
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
困
窮
の
し
わ
寄
せ
を
防
ぐ
た
め

に
も
学
習
支
援
の
意
義
は
大
き
く
、
継
続

的
な
支
援
に
よ
っ
て
▽
自
尊
感
情
の
回
復
・

発
達
▽
感
情
表
出
や
意
思
表
示
の
し
か
た
の

向
上
▽
人
間
関
係
を
形
成
す
る
能
力
の
向

上
▽
学
習
意
欲
の
向
上
が
さ
ら
な
る
自
尊
感

情
を
高
め
る
な
ど
、
子
ど
も
の
学
力
・
意
欲

の
向
上
だ
け
で
な
く
、｢

子
ど
も
の
居
場
所｣

づ
く
り
の
構
築
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

学
習
支
援
事
業
の
課
題

　

し
か
し
、
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
た

岩
手
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
部
講
師　

宮
寺  

良
光 

氏　

県
内
の
学
習
支
援
の
実
践
か
ら
み
え
て
き
た

支
援
の
意
義
と
課
題

継続

調査

計画

開拓

依頼

提案

●助成金情報提供
●研修会開催
●会報誌発行（ＪＡＭ便）

●企業に対する
　雇用意識調査

●意識調査回答企業
　５段階リストアップ
●ＨＷ求人一覧から
　業種リストアップ
　（毎週月曜日更新）

●職場実習受入事業所　245事業所
●外注製品依頼事業所　5事業所
　（平成26年9月30日現在）

●職場見学
●現場実習
●模擬面接
●外注製品

●職場環境改善
●第１号職場適応
援助者派遣
●座学訓練見学

子ども

＜学校＞
スクールＳＷ

＜児童福祉＞
家庭支援

＜地域＞
学習支援

＜生活福祉＞
就学支援

企業との連携サイクル

教育と福祉と地域をつなぐ


